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(57)【要約】
【課題】タッチパネルに対するノイズ量を低減できる液
晶表示装置を提供する。
【解決手段】映像信号をこれから書き込もうとするｎ行
の前記副画素に関して、複数類の極性反転駆動法におけ
る前記映像信号の極性と、前記映像信号の階調値に基づ
いた参考階調値との積の和であるノイズ量をそれぞれ求
め、次に（ｎ－１）行の前記ノイズ量の差分の絶対値を
計算し、次に前記複数類の極性反転駆動法のそれぞれの
前記総ノイズ量の中で最も小さい前記総ノイズ量を有す
る前記極性反転駆動法を選択し、前記選択した極性反転
駆動法で前記映像信号を前記ｎ行の前記副画素に書き込
む。
【選択図】　　　図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の副画素から構成される画素がマトリックス状に配列されたアレイ基板と、
　前記アレイ基板上に列方向に沿って配線され、前記各副画素に映像信号を書き込むＭ本
の信号線と、
　前記アレイ基板上に前記信号線と直交するように行方向に沿って配線され、前記各副画
素に走査信号を供給するＮ本の走査線と、
　前記アレイ基板に液晶層を介して配され、かつ、対向電極が形成された対向基板と、
　タッチパネルと、
　コントロールＩＣと、
　を有し、
　前記コントロールＩＣは、
　（１）前記映像信号を書き込んだ（ｎ－１）行目（但し、３＜＝ｎ＜＝Ｎである）の前
記副画素であって、かつ、前記映像信号が同時に書き込まれる前記副画素に関して、書き
込んだ前記映像信号の極性と、前記映像信号の階調値に基づいた参考階調値との積の和で
あるノイズ量をそれぞれ計算し、
　（２）前記映像信号をこれから書き込もうとするｎ行目の前記副画素であって、かつ、
前記映像信号が同時に書き込まれる前記副画素に関して、複数類の極性反転駆動法に前記
映像信号の極性と、前記映像信号の階調値に基づいた参考階調値との積の和であるノイズ
量をそれぞれ計算し、
　（３）前記映像信号が同時に書き込まれる全ての前記副画素に関して、前記ｎ行目のノ
イズ量と前記（ｎ－１）行目のノイズ量の差分の絶対値を前記複数類の極性反転駆動法毎
にそれぞれ計算し、
　（４）前記複数類の極性反転駆動法における前記総ノイズ量の中で前記総ノイズ量が最
も小さい前記極性反転駆動法を選択し、
　（５）前記選択した極性反転駆動法で前記映像信号を前記ｎ行目の前記副画素に書き込
む、
　液晶表示装置。
【請求項２】
　前記極性反転駆動法は、一又は複数の前記画素毎に極性を反転させるドット反転駆動法
、又は、前記副画素毎に極性を反転させるサブピクセル反転駆動法である、
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記参考階調値は、前記映像信号の前記階調値の最上位ビットである、
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記参考階調値は、前記最上位ビットに加えて他の下位ビットも含む、
　請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記コントロールＩＣは、前記（ｎ－１）行目の前記映像信号が同時に書き込まれる前
記副画素の前記ノイズ量を全てゼロと仮定する、
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記コントロールＩＣは、予め設定された前記極性反転駆動法によって１行目の前記副
画素に前記映像信号をそれぞれ書き込む、
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　タッチパネルは、前記対向基板上に設けられている、
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
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　前記映像信号が同時に書き込まれる前記副画素は、同じ色の副画素である、
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記コントロールＩＣは、数フレームに一度だけ２フレームの間は強制的に同じ極性反
転駆動法で駆動する、
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　複数の副画素から構成される画素がマトリックス状に配列されたアレイ基板と、
　前記アレイ基板上に列方向に沿って配線され、前記各副画素に映像信号を書き込むＭ本
の信号線と、
　前記アレイ基板上に前記信号線と直交するように行方向に沿って配線され、前記各副画
素に走査信号を供給するＮ本の走査線と、
　前記アレイ基板に液晶層を介して配され、かつ、対向電極が形成された対向基板と、
　タッチパネルと、
　コントロールＩＣと、
　を有した液晶表示装置の駆動方法において、
　前記コントロールＩＣは、
　（１）前記映像信号を書き込んだ（ｎ－１）行目（但し、３＜＝ｎ＜＝Ｎである）の前
記副画素であって、かつ、前記映像信号が同時に書き込まれる前記副画素に関して、書き
込んだ前記映像信号の極性と、前記映像信号の階調値に基づいた参考階調値との積の和で
あるノイズ量をそれぞれ計算し、
　（２）前記映像信号をこれから書き込もうとするｎ行目の前記副画素であって、かつ、
前記映像信号が同時に書き込まれる前記副画素に関して、複数類の極性反転駆動法に前記
映像信号の極性と、前記映像信号の階調値に基づいた参考階調値との積の和であるノイズ
量をそれぞれ計算し、
　（３）前記映像信号が同時に書き込まれる全ての前記副画素に関して、前記ｎ行目のノ
イズ量と前記（ｎ－１）行目のノイズ量の差分の絶対値を前記複数類の極性反転駆動法毎
にそれぞれ計算し、
　（４）前記複数類の極性反転駆動法における前記総ノイズ量の中で前記総ノイズ量が最
も小さい前記極性反転駆動法を選択し、
　（５）前記選択した極性反転駆動法で前記映像信号を前記ｎ行目の前記副画素に書き込
む、
　液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置とその駆動方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　スマートフォンやタブレット端末などの普及により、最近の液晶表示装置にはタッチパ
ネルが設けられている。このタッチパネルは、液晶表示装置の液晶セルの対向基板上に配
されたり、液晶セル内部に設けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－３１５７８７号公報
【特許文献２】特開２０１１－７００９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　上記タッチパネルを有する液晶表示装置においては、液晶セルでタッチパネルノイズが
発生し、タッチパネルに誤動作を起こすことがある。このタッチパネルノイズは、各画素
に書き込まれる映像信号の電位が変動して、対向電圧の電位が振れることで発生する。特
に、ある極性反転駆動法において画素電極の電位の極性反転が規則的であるため、特定の
表示パターンにおいて対向電圧の電位の振れが大きくなるキラーパターンとなる。そのた
め、このキラーパターンと通常のパターンとでタッチパネルノイズ量が変わり、タッチパ
ネルの特性に影響が出るという問題点があった。
【０００５】
　そこで、本発明は上記問題点に鑑み、タッチパネルに対する影響を低減できる液晶表示
装置及びその駆動方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の複数の副画素から構成される画素がマトリックス状に配列されたアレイ基板と
、前記アレイ基板上に列方向に沿って配線され、前記各副画素に映像信号を書き込むＭ本
の信号線と、前記アレイ基板上に前記信号線と直交するように行方向に沿って配線され、
前記各副画素に走査信号を供給するＮ本の走査線と、前記アレイ基板に液晶層を介して配
され、かつ、対向電極が形成された対向基板と、タッチパネルと、コントロールＩＣと、
を有し、前記コントロールＩＣは、（１）前記映像信号を書き込んだ（ｎ－１）行目（但
し、３＜＝ｎ＜＝Ｎである）の前記副画素であって、かつ、前記映像信号が同時に書き込
まれる前記副画素に関して、書き込んだ前記映像信号の極性と、前記映像信号の階調値に
基づいた参考階調値との積の和であるノイズ量をそれぞれ計算し、（２）前記映像信号を
これから書き込もうとするｎ行目の前記副画素であって、かつ、前記映像信号が同時に書
き込まれる前記副画素に関して、複数類の極性反転駆動法に前記映像信号の極性と、前記
映像信号の階調値に基づいた参考階調値との積の和であるノイズ量をそれぞれ計算し、（
３）前記映像信号が同時に書き込まれる全ての前記副画素に関して、前記ｎ行目のノイズ
量と前記（ｎ－１）行目のノイズ量の差分の絶対値を前記複数類の極性反転駆動法毎にそ
れぞれ計算し、（４）前記複数類の極性反転駆動法における前記総ノイズ量の中で前記総
ノイズ量が最も小さい前記極性反転駆動法を選択し、（５）前記選択した極性反転駆動法
で前記映像信号を前記ｎ行目の前記副画素に書き込む、液晶表示装置である。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】実施形態１の液晶表示装置の平面図である。
【図２】画素の説明図である。
【図３】画素回路の回路図である。
【図４】ゲート信号と映像信号Ｓと対向電圧の波形図である。
【図５】従来のノイズ量の説明図である。
【図６】実施形態１におけるノイズ量の説明図である。
【図７】（ｎ－１）行目とｎ行目の階調値を示す表である。
【図８】（ｎ－１）行目とｎ行目の参照階調値ＭＳＢの表である。
【図９】（ｎ－１）行目においてサブピクセル反転駆動法を用いたノイズ量の表である。
【図１０】ｎ行目においてサブピクセル反転駆動法で駆動した場合のノイズ量を示す表で
ある。
【図１１】サブピクセル反転駆動法において計算した総ノイズ量の表である。
【図１２】ｎ行目において２ドット反転駆動法で駆動した場合のノイズ量を示す表である
。
【図１３】２ドット反転駆動法において計算した総ノイズ量の表である。
【図１４】実施形態２におけるｎ行目の階調値を示す表である。
【図１５】ｎ行目の参照階調値を示す表である。
【図１６】ｎ行目のサブピクセル反転駆動法の総ノイズ量の表である。
【図１７】２ドット反転駆動法における総ノイズ量の表である。
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【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、本発明の一実施形態の液晶表示装置１０について図１～図１３を参照して説明す
る。
【０００９】
（１）液晶表示装置１０の構成
　本実施形態の液晶表示装置１０は、図１に示すようにアレイ基板１２と対向基板１４と
の間に液晶層が挟まれ、アレイ基板１２にはマトリックス状に画素１６が配され、この画
素１６の列方向に沿ってＭ本の信号線１８が配線され、画素１６の行方向に沿って、信号
線１８と直交するようにＮ本の走査線２０が配線されている。信号線１８と走査線２０は
、引き出し線を介してアレイ基板１２の縁部に設けられたコントロールＩＣ２２にそれぞ
れ接続されている。このコントロールＩＣ２２は、信号線ドライバ回路と走査線ドライバ
回路の役割を果たし、コントロールＩＣ２２には、外部から映像信号とタイミング信号な
どが入力する。対向基板１４の上面に、タッチパネル２８が設けられている。
【００１０】
　図２は、画素１６とコントロールＩＣ２２の関係を示す図である。画素１６は、赤色の
副画素２４Ｒと、緑色の副画素２４Ｇと、青色の副画素２４Ｂとより構成されている。各
副画素２４にはそれぞれ信号線１８が接続されている。コントロールＩＣ２２は、外部か
ら入力した映像信号に基づいて赤色、緑色、青色の階調を表すデジタル式の映像信号を副
画素２４Ｒ，１８Ｇ，１８Ｂに順番に出力する。
【００１１】
　図３は、副画素２４における画素回路の回路図を示し、列方向に沿って配線されている
信号線１８は、画素回路を構成する薄膜トランジスタ（thin film transistor：ＴＦＴ）
２６のソース端子に接続され、走査線２０がＴＦＴ２６のゲート端子に接続されている。
ＴＦＴ２６のドレイン端子には画素電極が形成され、液晶層を介して対向基板１４の対向
電極が接続されている。コントロールＩＣ２２は、対向基板１４の対向電極に対し一定の
直流電圧である対向電圧Ｖｃｏｍを印加する。そのため、画素電極には、対向電圧Ｖｃｏ
ｍとコンデンサＶｃｓの電圧が印加される。
【００１２】
（２）従来の駆動方法
　まず、液晶表示装置１０の従来の駆動方法について図４と図５を参照して説明する。な
お、本説明は、（ｎ－１）行目、ｎ行目の走査線２０と、ｍ列目の信号線１８に接続され
た副画素２４Ｒ，１８Ｇ，１８Ｂについて説明する。但し、３＜＝ｎ＜＝Ｎであり、１＜
＝ｍ＜＝Ｍである。
【００１３】
　図４に示すように、ｎ行目の走査線２０からゲート信号Ｇｎが入力すると副画素２４Ｒ
に映像信号ＳｍＲが入力し、次に副画素２４Ｇに映像信号ＳｍＧが入力し、次に副画素２
４Ｂに映像信号ＳｍＢが入力する。
【００１４】
　そして、対向電圧Ｖｃｏｍの電位が一定であるにもかかわらず、各映像信号Ｓが入力す
るタイミングで順番につられて対向電圧Ｖｃｏｍの電位も変化する。
【００１５】
　このように対向電圧Ｖｃｏｍの電位が、映像信号Ｓ１Ｒ～ＳＭＢによってｎ行目の１Ｒ
列～ＭＢ列まで同様に順番に変化するため、図５に示すように、ｎ行のＲ，Ｇ，Ｂ全体に
おいては、対向電圧Ｖｃｏｍの電位の変化量は、各列のＲで変化した電位の変化量を全て
合計した変化量となる。ｎ行のＧ，Ｂ全体においてもＲと同様である。
【００１６】
　この対向電圧Ｖｃｏｍの電位の変化量がタッチパネルに伝搬し、タッチパネルノイズと
なる。このタッチパネルノイズが大きいほどタッチパネル２８への影響が大きくなる。
【００１７】
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（３）本実施形態の理論
　次に、対向電圧Ｖｃｏｍの電位の変化量を低減する本実施形態の理論について説明する
。一例としてノーマリーブラックモードについて述べる。
【００１８】
　対向電圧Ｖｃｏｍの電位の変化量は、信号線１８における映像信号Ｓの階調に起因する
。例えば、映像信号Ｓの電位の振れの大きさを示す階調値が白色（２５５）のときに映像
信号Ｓの電位が最も高くなり、このため対向電圧Ｖｃｏｍの電位は最もよく影響されて振
れる。一方、階調値が黒色（０）のときに映像信号Ｓの電位は最も低くなり、このため対
向電圧Ｖｃｏｍの電位への影響も小さい。また、対向電圧Ｖｃｏｍの電位がプラスとマイ
ナスのどの方向に影響されるかは、映像信号Ｓの極性によって決まる。
【００１９】
　また、映像信号Ｓの振れの大きさを示す階調値は８ビットであって、この全ての情報を
用いて対向電圧Ｖｃｏｍの電位への影響を求める必要はなく、少なくとも振れの大きさの
大小で判断するためには、映像信号Ｓの最上位ビットの値（０又は１）を用いればよい。
以下、この最上位ビットの値を参照階調値ＭＳＢという。
【００２０】
　そのため、映像信号Ｓの参照階調値ＭＳＢが１で極性がプラスのときは、対向電圧Ｖｃ
ｏｍの電位はプラス方向に影響され、映像信号Ｓの参照階調値ＭＳＢが１で極性がマイナ
スのときは、対向電圧Ｖｃｏｍの電位はマイナス方向に影響される。一方、映像信号Ｓの
参照階調値ＭＳＢが０のときは極性がプラス、又は、マイナスであっても、対向電圧Ｖｃ
ｏｍの電位はほとんど影響されない。そのため、本実施形態では、同じ行の同じ色の副画
素における映像信号Ｓの参照階調値ＭＳＢと極性の積の和（以下、「ノイズ量」という）
に注目する。
【００２１】
　対向電圧Ｖｃｏｍの電位への影響は、さらに詳しく説明すると、一つの行の一つの色の
副画素（例えば、（ｎ－１）行のＲ）における映像信号Ｓのノイズ量だけでなく、次の行
の同じ色の副画素（例えば、ｎ行のＲ）における映像信号Ｓのノイズ量の差分の絶対値に
よって決まる。例えば、簡単のために同じｍ列で説明する。
【００２２】
　ｍ列の（ｎ－１）行目のＲの映像信号Ｓの参照階調値ＭＳＢと極性の積が＋６で、ｍ列
のｎ行目のＲの映像信号Ｓの参照階調値ＭＳＢと極性の積が－６であるとその差分の絶対
値は１２となる。
【００２３】
　また、ｍ列の（ｎ－１）行目のＲの映像信号Ｓの参照階調値ＭＳＢと極性の積が＋６で
、ｍ列のｎ行目のＲの映像信号Ｓの参照階調値ＭＳＢと極性の積が＋６であるとその差分
の絶対値は０となる。
【００２４】
　そのため、差分の絶対値が１２の方が差分の絶対値が０よりも対向電圧Ｖｃｏｍの電位
に影響する。他の色（すなわち、Ｇ、Ｂ）の副画素でも同様である。
【００２５】
　ところで、映像信号Ｓの階調値は変化させることはできないが、極性は行毎に極性反転
駆動法（例えば、サブピクセル反転駆動法やドット反転駆動法である）を選択すれば、ノ
イズ量を変化させることはできる。
【００２６】
　そこで、コントロールＩＣ２２は、極性反転駆動法毎に（ｎ－１）行目の一つの色の副
画素のノイズ量とｎ行目の同じ色の副画素のノイズ量の差分の絶対値を計算し、その後、
３色の副画素のノイズ量の差分の絶対値を合計して総ノイズ量を計算し、その総ノイズ量
が小さい極性反転駆動法を選択する。これによって、図６に示すように対向電圧Ｖｃｏｍ
の電位の変化量を図５の従来例より低減させることができる。
【００２７】
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　選択する極性反転駆動法としては、例えばサブピクセル反転駆動法とドット反転駆動法
があり、サブピクセル反転駆動法は、副画素２４毎にプラスとマイナスの極性を変更し、
ドット反転駆動法は、１又は複数の画素２４毎に極性を反転させる。
【００２８】
（４）本実施形態の駆動方法
　液晶表示装置１０の本実施形態の駆動方法について図７～図１３を参照して説明する。
【００２９】
　第１に、コントロールＩＣ２２は、１行目の副画素２４１Ｒ～２４ＭＢに映像信号Ｓ１
Ｒ～ＳＭＢを予め決められた極性反転駆動法を用いて書き込む。１行目の副画素２４は、
比較する前の行の副画素２４がないため、１行目の副画素２４に対する極性反転駆動法は
、コントロールＩＣ２２に予め設定されている。
【００３０】
　第２に、コントロールＩＣ２２は、（ｎ－１）行目の副画素２４１Ｒ～２４ＭＢに映像
信号Ｓ１Ｒ～ＳＭＢを書き込む。具体的には、コントロールＩＣ２２は、前の行との関係
で決められた極性反転駆動法（例えば、サブピクセル反転駆動法）によって設定された極
性で各信号線１８に映像信号Ｓを出力する。この映像信号Ｓは、８ビットの階調値であっ
て、図７では１０進法（０～２５５）で示されている。このとき出力するタイミングは、
同じ色の映像信号Ｓを同時に出力する。すなわち、コントロールＩＣ２２は、（ｎ－１）
行目の走査線２０からゲート信号Ｇ（ｎ－１）をＨで出力すると同時に副画素２４１Ｒ、
２Ｒ、・・・、２４ＭＲに映像信号Ｓ１Ｒ、Ｓ２Ｒ、・・・、ＳＭＲを出力し、次に副画
素２４１Ｇ、２Ｇ、・・・、２４ＭＧに映像信号Ｓ１Ｇ、Ｓ２Ｇ、・・・、ＳＭＧを出力
し、次に副画素２４１Ｂ、２４１Ｂ、・・・、２４ＭＢに映像信号Ｓ１Ｂ、Ｓ２Ｂ、・・
・、ＳＭＢを出力し、次にゲート信号Ｇ（ｎ－１）をＬで出力する。
【００３１】
　第３に、コントロールＩＣ２２は、（ｎ－１）行目の副画素２４に映像信号Ｓ（ｎ－１
）を書き込む時点で、次の計算を行う。まず、図７の上段に示す８ビットの階調値で表さ
れた映像信号Ｓを２進数で表示した場合の最上位ビット（０又は１）をＲ，Ｇ，Ｂ色の信
号線１８毎に取得する。
【００３２】
　第４に、コントロールＩＣ２２は、図８の上段に示すように、この取得した値（０又は
１）を（ｎ－１）行目の参照階調値ＭＳＢとして設定する。
【００３３】
　第５に、コントロールＩＣ２２は、図９に示すように、（ｎ－１）行目のＲ，Ｇ，Ｂ色
の信号線１８毎の極性と参照階調値ＭＳＢの積を計算する。
【００３４】
　第６に、コントロールＩＣ２２は、図９に示すように、Ｒ，Ｇ，Ｂ色の信号線１８毎の
極性と参照階調値ＭＳＢの積の和を計算し、（ｎ－１）行目のＲ，Ｇ，Ｂのノイズ量とし
て記憶する。図９では、（ｎ－１）行目のＲ，Ｇ，Ｂのノイズ量が全て－２である。
【００３５】
　第７に、コントロールＩＣ２２は、ｎ行目の副画素２４であって、かつ、映像信号Ｓが
同じタイミングで書き込まれる各Ｒ，Ｇ，Ｂ色の副画素２４の映像信号Ｓに関して、一の
極性反転駆動法（例えば、サブピクセル反転駆動法である）を用いたノイズ量を、図１０
に示すように上記の（ｎ－１）行目と同様に計算する。図１０ではＲ，Ｇ，Ｂのノイズ量
が全て２である。
【００３６】
　第８に、コントロールＩＣ２２は、図１１に示すように、各Ｒ，Ｇ，Ｂ色の（ｎ－１）
行目のノイズ量とｎ行目のノイズ量の差分の絶対値をそれぞれ計算し、その差分の絶対値
の総和（総ノイズ量）を計算する。図１１では、サブピクセル反転駆動法の総ノイズ量が
１２となる。
【００３７】
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　第９に、コントロールＩＣ２２は、ｎ行目の副画素２４であって、かつ、映像信号Ｓが
同じタイミングで書き込まれる各Ｒ，Ｇ，Ｂ色の副画素２４の映像信号Ｓに関して、他の
極性反転駆動法（例えば、２ドット反転駆動法である）を用いたノイズ量を、図１２に示
すように上記の（ｎ－１）行目と同様に計算する。図１２ではＲ，Ｇ，Ｂのノイズ量が全
て０である。
【００３８】
　第１０に、コントロールＩＣ２２は、図１３に示すように、各Ｒ，Ｇ，Ｂ色の（ｎ－１
）行目のノイズ量とｎ行目のノイズ量の差分の絶対値を計算し、その差分の絶対値の総和
（総ノイズ量）を計算する。図１３では、２ドット反転駆動法の総ノイズ量が６となる。
【００３９】
　第１１に、コントロールＩＣ２２は、サブピクセル反転駆動法の総ノイズ量より総ノイ
ズ量が小さい２ドット反転駆動法を選択する。
【００４０】
　第１２に、コントロールＩＣ２２は、ｎ行目の映像信号Ｓ１Ｒ～ＳＭＢを２ドット反転
駆動法で各副画素１６に書き込む。
【００４１】
　第１３に、第２～第１２の駆動方法を２行目からＮ行目までの副画素２４に対して繰り
返し実行して映像信号Ｓを書き込む。
【００４２】
（５）効果
　本実施形態によれば、総ノイズ量が小さい極性反転駆動法を選択することにより、図６
に示すように対向電圧Ｖｃｏｍの振り幅が小さくなり、タッチパネル２８への影響が低減
できる。
【実施形態２】
【００４３】
　次に、実施形態２の液晶表示装置１０について図１４～図１７を参照して説明する。
【００４４】
　実施形態１では、極性反転駆動法毎に（ｎ－１）行目のノイズ量とｎ行目のノイズ量の
差分の絶対値から総ノイズ量を計算して、その総ノイズ量が最も小さい極性反転駆動法を
選択した。しかし、本実施形態では、まず、（ｎ－１）行目のノイズ量を０と仮定し、次
に極性反転駆動法毎にｎ行目のＲ，Ｇ，Ｂのノイズ量をそれぞれ計算し、次に極性反転駆
動法毎にＲ，Ｇ，Ｂのノイズ量の和である総ノイズ量を計算し、次に総ノイズ量が最も小
さい極性反転駆動法を選択する。以下、その駆動方法について説明する。
【００４５】
　第１に、コントロールＩＣ２２は、図１４に示すように、ｎ行目の各副画素２４の映像
信号Ｓ１Ｒ～ＳＭＢの階調値を取得する。
【００４６】
　第２に、コントロールＩＣ２２は、図１５に示すように、それら階調値の最上位ビット
を参照階調値ＭＳＢとして取得する。
【００４７】
　第３に、コントロールＩＣ２２は、図１６に示すように、サブピクセル反転駆動法にお
ける極性と、同じタイミングで入力される副画素２４の参照階調値ＭＳＢの積を計算する
。
【００４８】
　第４に、コントロールＩＣ２２は、図１６に示すように、ｎ行目の全てのＲの副画素に
おける極性と参照階調値ＭＳＢの積の和であるノイズ量（＝２）を計算し、ｎ行目の全て
のＧの副画素における極性と参照階調値ＭＳＢの積の和であるノイズ量（＝２）を計算し
、ｎ行目の全てのＢの副画素における極性と参照階調値ＭＳＢの積の和であるノイズ量（
＝２）を計算する。
【００４９】
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　第５に、コントロールＩＣ２２は、図１６に示すように、各ノイズ量の和である総ノイ
ズ量を計算する。図１６では、サブピクセル反転駆動法における総ノイズ量は６となる。
【００５０】
　第６に、コントロールＩＣ２２は、２ドット反転駆動法における極性に基づいて、上記
と同様に総ノイズ量を求める。図１７に示すように、２ドット反転駆動法における総ノイ
ズ量は０となる。
【００５１】
　第７に、コントロールＩＣ２２は、サブピクセル反転駆動法の総ノイズ量＝６と２ドッ
ト反転駆動法の総ノイズ量＝０とを比較し、総ノイズ量が小さい２ドット反転駆動法を選
択する。
【００５２】
　第８に、コントロールＩＣ２２は、総ノイズ量が小さい２ドット反転駆動法を用いて、
ｎ行目の副画素２４に映像信号Ｓ１Ｒ～ＳＭＢを書き込む。
【００５３】
　本実施形態においても、ｎ行目の副画素２４に映像信号Ｓが書き込まれたときの総ノイ
ズ量が低減され、タッチパネル２８に対する影響を低減できる。
【変更例】
【００５４】
　上記実施形態では、ノーマリーブラックモードについて説明したが、これに代えてノー
マリーホワイトモードで実施してもよい。但し、白色表示時は階調＝０、黒色表示時は階
調＝２５５となる。
【００５５】
　また、上記実施形態では、極性反転駆動法として、サブピクセル反転駆動法と２ドット
反転駆動法を用いたが、これに加えて、１ドット反転駆動法、コラム反転駆動法における
総ノイズ量をそれぞれ計算し、最も小さい総ノイズ量でｎ行目の副画素２４に映像信号Ｓ
を書き込んでもよい。
【００５６】
　また、上記各実施形態では、参照階調値として、映像信号Ｓの階調値の最上位ビットを
用いたが、これに代えて、最上位から複数のビットを用いて参照階調値を取得してもよい
。例えば、参照階調値＝０１１０などである。
【００５７】
　また、上記各実施形態では、タッチパネル２８は対向基板１４の上面に設けられたが、
これに代えて、特許文献２に示すように液晶セルを構成するアレイ基板１２と対向基板１
４の間に設けてもよい。
【００５８】
　また、上記実施形態では、副画素２４はＲＧＢの３色であったが、これに限らずＲＧＢ
Ｗ（ホワイト）などの他の色の組もあわせて１つの画素１６を構成してもよい。
【００５９】
　また、本実施形態における極性反転駆動法においては、長時間同じ極性で副画素２４が
保持される場合があり、焼き付けが行われる可能性がある。そのため、コントロールＩＣ
２２は、数フレームかに一度だけ２フレームの間は強制的に同じ極性反転駆動法で駆動す
ることで、副画素２４がずっと同じ極性で駆動されるのを防止してもよい。
【００６０】
　また、上記実施形態では、同じ色の副画素２４を同じタイミングで映像信号を書き込む
構成であったが、これに限らず２色の副画素２４に同じタイミングで映像信号を書き込み
、残りの１色のみ異なるタイミングで映像信号を書き込んでもよい。このときは、同じタ
イミングで書き込んだ色（例えば、赤色と緑色とする）のＭＳＲ－Ｒと極性の積とＭＳＲ
－Ｇと極性の積の和を一つのノイズ量として取り扱う。残りの色（例えば、青色）につい
ては上記と同様にノイズ量を計算する。
【００６１】
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　また、上記実施形態では、赤色の副画素２４Ｒ、緑色の副画素２４Ｇ、青色の副画素２
４Ｂの順番で映像信号を書き込んだが、これに限らず１行毎、又は、複数行毎に異なる順
番で映像信号を書き込んでもよい。例えば、ｋ行目は赤色の副画素２４Ｒ、緑色の副画素
２４Ｇ、青色の副画素２４Ｂの順番で映像信号を書き込み、（ｋ＋１）目は青色の副画素
２４Ｂ、緑色の副画素２４Ｇ、赤色の副画素２４Ｒの順番で映像信号を書き込む。
【００６２】
　また、本発明の実施形態を基にして、当業者が適宜設計変更して実施し得る全ての実施
形態も、本発明の要旨を包含する限り、本発明の範囲に属する。
【００６３】
　また、本発明の思想の範疇において、当業者であれば、各種の変更例及び修正例に想到
し得るものであり、それら変更例及び修正例についても本発明の範囲に属するものと了解
される。例えば、上記実施形態に対して、当業者が適宜、構成要素の追加、削除若しくは
設計変更を行ったもの、又は、工程の追加、省略若しくは条件変更を行ったものも、本発
明の要旨を備えている限り、本発明の範囲に含まれる。
【００６４】
　また、本実施形態において述べた対応によりもたらされる他の作用効果について本明細
書記載から明らかなもの、又は、当業者において時に想到し得るものについては、当然に
発明によりもたらされるものと解される。
【符号の説明】
【００６５】
１０・・・液晶表示装置、１２・・・アレイ基板、１４・・・対向基板、１６・・・画素
、１８・・・信号線、２０・・・走査線、２２・・・コントロールＩＣ、２４・・・副画
素、２６・・・ＴＦＴ、２８・・・タッチパネル

【図１】 【図２】
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摘要(译)

提供一种能够减少触摸面板上的噪声量的液晶显示装置。 解决方案：关
于要从中写入视频信号的n个子像素，采用多种类型的极性反转驱动方
法，以视频信号的极性和基于视频信号的灰度值的参考灰度值 获得作为
乘积之和的噪声量，然后计算（n-1）行的噪声量之差的绝对值，然后计
算多种极性反转驱动方法中的每一种的总噪声量 选择具有最小总噪声量
的极性反转驱动方法，并且通过选择的极性反转驱动方法将视频信号写
入到第n行的子像素。 [选择图]图6
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